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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
満
喫
|
|
。
仕
事
や
子
育
て
に
一
区
切
り
を

つ
け
、
大
学
で
学
び
直
す
シ
ニ
ア
が
増
え
て
き
た
。
充
実
し
た
図
書
館

や
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
大
学
な
ら
で
は
の
知
的
な
環
境
が
人
気
の
理

由
だ
。
二

0
-
―
年
に
か
け
て
、
多
く
の
団
塊
世
代
が
定
年
を
迎
え
る

の
に
合
わ
せ
、
大
学
側
も
講
座
を
新
設
す
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
学
ぴ
の

環
境
が
充
実
し
て
き
た
。

ッ
タ
の
か
ら
ま
る
チ
ャ
ペ
ル
に

ス
ズ
カ
ケ
の
道
。
「
キ
ャ
ン
パ
ス

を
歩
く
だ
け
で
情
熱
が
わ
き
出
て

く
る
」
と
語
る
の
は
、
立
教
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
（
東
京
都
豊

島
区
）
の
受
講
生
、
渡
辺
純
子
さ

ん

(61)
だ
。
渡
辺
さ
ん
は
第
一

期
生
。
四
月
、
立
教
大
学
（
同
）
が

五
十
歳
以
上
を
対
象
に
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
の
生
き
方
を
自
ら
描

い
て
も
ら
う
狙
い
で
開
校
し
た
。

立
教
大
学
の
笠
原
清
志
副
総
長

(60)
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
の
大
学
版
で
は
な
い
」
と
説
明

す
る
。
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
だ

け
で
な
く
「
学
び
を
次
の
生
き
方

に
つ
な
げ
る
」
（
笠
原
氏
）
の
が

同
大
学
の
理
念
。
ゼ
ミ
ヘ
の
所
属

や
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
の
提
供
な
ど
、

受
講
生
が
縦
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
じ
っ
く
り
と
＂
自
分
探
し
“

で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

ほ
ぼ
毎
日
大
学
へ

あ
る
金
曜
の
午
後
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
松
平
定
知
さ
ん
に

よ
る
「
歴
史
と
文
化
の
探
求
」
の

講
義
が
行
わ
れ
た
。
教
室
は
前
の

列
か
ら
受
講
生
で
埋
ま
る
。
そ
こ

に
看
護
師
歴
三
十
六
年
の
職
業
人

生
に
一
区
切
り
を
つ
け
た
渡
辺
さ

シニアが参加できる主なコース

名称 所在地 特 徴
応募（参加）
資格

立教セカンド 東京都
全員がゼミに所属。 評論 高校卒業相
家の立花隆氏の指導で自 当の学力。

ステージ大学 豊島区
分史を書く授業が人気 満50歳以上

東京経済大学 東京都 大学院の教員の詣導でビ
大学卒業相
当の学力。

シニア研究生 国分寺市 ジネスなどの経験を整理
満52歳以上

関西大学カレ 住宅は 大阪府吹田市のキャンパ N吾者が対
ッジリンク型 兵庫県 スや住宅内で講醗や講演

象
シニア住宅 神戸市 に参加。 2009年開講予定

早稲田大学工
講座数約1500と大学の生

クステンショ
東京都 涯学習機関として最大

特になし
ンセンター

新宿区 級。 定年退職した人や主
婦の参加が多い

東京農業大学 東京都 園芸・造園や健康増進を
50歳以上

成人学校 世田谷区 1年間学ぶ

慶碁国 東京都
12カ国語14講座を開講。

中学卒業以
昆浮校 港区

受講者は図書館を利用可
上

（貸し出しは除く）

学
ぶ
情
熱
再
び

キ
ャ
ン
パ

ス
通
し

ん
の
姿
も
あ
っ
た
。
「
再
雇
用
の

誘
い
も
あ
っ
た
が
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戟
し
、
同
世
代
の
仲
間
と
学

ぶ
こ
と
で
自
立
し
た
老
人
を
自
指

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

大
学
で
シ
ニ
ア
が
学
ぶ
に
は
い

く
つ
か
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
立
教

の
場
合
、
入
試
は
エ
ッ
セ
ー
な
ど

の
書
類
審
査
や
面
接
。
講
義
は
平

日
午
後
に
開
か
れ
、
仕
事
と
両
立

す
る
五
十
歳
代
も
い
る
。
期
間
は

一
年
。
単
位
や
学
位
は
得
ら
れ
な

い
が
、
履
修
証
明
●
が
交
付
さ
れ

る
。
図
書
館
や
食
堂
な
ど
が
利
用

で
き
、
ほ
ぼ
毎
日
通
う
受
講
生
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
年
三
十
三
万
円
の

受
講
料
に
つ
い
て
は
「
安
い
」
と

の
声
が
上
が
っ
た
。

人
気
は
上
々
で
定
員
七
十
人
に

百
七
十
人
が
応
募
し
、
九
十
六
人

が
入
学
し
た
。
横
浜
市
の
元
会
社

員
、
継
（
つ
ぐ
）
潔
さ
ん

(64)

は
修
了
後
、
さ
ら
に
「
専
攻
科
」

へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
。
原

動
力
は
「
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な

/二
／
 

ら
/
ノ

ノ

“-ノ

／
 /

／
/
、
／

1
:
9
1
1
i
i

l

ー

•
I
I
I
,

＇
’
.
1

・
・
ー
ー
ー
ー

i

ー

1
_

,

'

1

●

I
I
 

1
,99
'

ー
・‘.

ー
／
ク
りi
l
'
!
•
,
、
ヽ

1
9
9
,

＇、1
1
1
1
1
1
1

•1
9
1
1
!
,

．i
i
'
i
:
9
9
,
1
9

,
i
i
:
`
i
1
ー
，
i
・
'
‘
•• 

i
:、.... i
:
；.,．,
．‘
 
•••••• 

i
.
，．
9,9
・日
日
い
日
い
い
ー
ー
ー
ー

¢
.
 

,．, 

ー

9

、

'
.,1,1

‘

_

9

,

．

4
 

I
 

‘‘、

ヽ

‘
 

セカンドステージ大学の講輯を受けるシ
ニア（東京都豊島区の立教大学）

い
」
と
い
う
学
び
の
喜
ぴ
。
芥
川

糞
の
全
受
賞
作
品
を
読
破
し
、
作

品
に
登
場
す
る
「
動
植
物
の
考
察
」

が
修
了
報
告
書
の
テ
ー
マ
。
定
年

後
の
楽
し
み
に
収
集
し
て
い
た
資

料
が
生
き
た
。

五
十
歳
以
上
を
「
こ
れ
か
ら
世

代
」
と
と
ら
え
る
リ
ク
ル
ー
ト
の

月
刊
情
報
誌
「
コ
レ
カ
ラ
」
は
シ

ニ
ア
が
大
学
で
学
ぶ
道
を
五
つ
挙

げ
る
。
①
ア
ラ
カ
ル
ト
的
な
公
開

講
座
②
継
続
性
の
あ
る
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
③
認
講
生
・
科
目
等
履

修
生
④
大
学
⑤
大
学
院
ー
ー
だ
。

芳
原
世
幸
編
集
長
は
「
コ
レ
カ

ラ
世
代
は
学
ぴ
と
娯
楽
が
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

「
役
に
立
つ
か
ら
」
で
は
な
く
「
楽

し
い
か
ら
」
学
ぶ
の
が
特
徴
で
、

高
齢
化
と
共
に
「
一
億
総
学
ぴ
の

時
代
が
来
る
」
と
予
測
す
る
。
大

学
が
シ
ニ
ア
に
開
か
れ
る
と
共

に
、
よ
り
柔
軟
で
学
び
や
す
い
コ

ー
ス
が
増
え
る
と
み
る
。

同
編
集
部
が
九
月
、
首
都
圏
の

五
十
ー
六
十
四
歳
の
男
女
に

「今

後
一
年
で
始
め
た
い
習
い
事
や
ス

ク
ー
ル
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一

同世代の仲間と挑戦／楽しくて仕方ない


